お知らせ by unknown
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ail プ ラ ネ タ リ ウ ム
r い ん 石 っ て な あ ー に 」
62 年 12 月 15 日 -63 年 3 月 6 D  恐 祁 絶 滅 の 原 因
の ひ と つ に 、 い ん 石 の 衝 突 が 考 え ら れ て い ま す 。
今 回 は そ の い ん 石 の 紹 介 と と も に 冬 の 星 座 を あ わ
せ て 紹 介 し ま す 。
ク 云 天 文 叡 室
「 日 食 を 見 る 会 」 3 月 18 日 （ 金 ） 城 南 公 園
一 般 定 員 な し 雨 天 邑 天 中 止 申 込 み 不 要
富 山 で 7 割 程 度 欠 け た 部 分 日 食 が 見 ら れ ま す 。
「 星 座 早 見 を 作 ろ う 」 3 月 27 日 （ 日 ） 当 館
小 5 以 上 一 般 / 切 3 月 20 日 定 且 20 名
厚 表 紙 で 星 座 早 見 盤 を つ く り 、 星 空 の ス ラ イ ド で
晶 を 兄 つ け る 練 習 し ま す 。
令 字  天 文 台 公 開 観 測 会
3 月 15 日 - 3 月 19 日 時 間 は 1 9 : 00-21 :  0 
天 文 台 に て 晴 れ た 日 に 行 い ま す 。 申 込 み 不 要 。
命 生 活 文 化 教 室
「 七 宝 焼 教 室 」 3 月 1 日 （ 火 ） 、
当 館  一 般 9 切 2 月 17 日
定 貝 3 月 1 B  20 名  、 2 日 20 名 の 計 40 名
「七 宝 焼 」 の 手 法 を 学 ぴ 、 科 学 的 な 考 察 を 加 え て
七 宝 焼 に つ い て の 理 解 を 深 め る 。
2 日 （ 水 ）
ー ト ピ ッ ク ス ー
10 月 27 日 、 石 川 県 の 羽 咋 市 海 岸 で グ リ ー ン
フ ラ ッ シ ニ が 観 測 で き ま し た 。 こ の 現 象 は 日
の 入 り 、 日 の 出 ご ろ の 太 腸 の 光 が 大 気 の 厚 い
附 を 通 っ て く る 時 に 見 え 、 緑 の 光 の 帯 が 一 瞬




盆 科 学 教  室 蔚 血
「 ガ ラ ス の 科 学 ー ガ ラ ス 細 エ ー 」 1 月 24 日 （ 日 ） E 溌叫
当 館 中 学 以 上 一 般 バ J1 月 16 日 定 i.-=.i.20 名
高 温 に し た 時 の ガ ラ ス の 性 質 を 簡 単 な ガ ラ ス 細 工 決  一
か ら 体 験 す る 。
《＝ 》
ナ 萎「 雪  を 調 ぺ る 」 2 月 7 日 （ 日 ） 当 館 ' ,,. ヽ小 4 以 上 一 般 pt' 切 2 月 l 日 定 員 40 名 I  .-.. 
雷 あ そ ぴ や 雪 の 性 質 を 調 べ る 。 -i i 色
「 化 石 標 本 の 作 り 方 」 2 月 28 日 （ 日 ） 当 館 恩 品
小 4 以 上 一 般 pt' 切 2 月 20 日 定 且 15 名
喜
の 作 り 方 を 学  ぶ  。 固 gモ 廿屯 ー-!!l :: u>了 一o 江 ：lと翌
教 室 に 参 加 こ 希 望 の 方 は 、 各 締 切 日 ま で に 往 復
ハ ガ キ に 住 所 、 氏 名 、 年 令 、 屯 話 番 号 、 教 室 名 を
ご 記 入 の 上 、 〒 93 岱  山 市 西 巾 野 町 1 - 8  - 3 1  
寓 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー ま で お 申 し 込 み 下 さ い 。
定 員 を 超 え た 場 合 は 抽 選 さ せ て い た だ き ま す 。
第 5 回 館 蔵 品 展




～  貝  一 筋 の 生 涯 ～
2 月 16 日 （ 火 ） ~ 5 月 29 日 （ 日 ）
当 館 2 階 特 別 展 示  室
故 窃 柳 博 氏 が 生 涯 を 通 じ て 収 集 さ れ た
l 万 5 千 点 の 様 本 が 寄 贈 さ れ ま し な . I  翌
そ の 整 理 が 終 わ り ま し た の で 、 必  も な e 歪l  ""' 標 本 を 公 開 し ま す 。 能 登 の 貝 、 高 山 箔 油
の 貝 、 バ イ の 仲 間 、 北 の 海 貝 、 南 の 海
貝 、 陸 と ま 水 の 貝 な ど を 展 示 し ま す 。
＇
ヽ




迅｛ヽ ‘ ` a  










3 1  
1  







3 3 3 4  
